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1．緒 口

　現行WES基準が制定されてから5年になろうとしているが、この間、低温工業の発展に呼応して同基準は

各方面に活用されてきた。その母体が昭和35年に制定されて以来、現行の形になるまでに2度の改訂を経て

いるが、その後の技術的進歩や基準運用の経験により、同基準のもついくつかの不備の点があきらかになって

きた乙

　一方、最近、液体酸素、液体窒素、液化メタンガス（LMG）や、液化エチレンなどの貯蔵タンクの建設が活

発に蔚こなわれるようになって、9％Ni鋼のように現行WES基準の適用範囲外の低温を主要な対象温度と

する鋼種も多くもちいられるようになり、とくに9％Ni、鋼に関する材質判定基準の制定が強く要望されるよ

うになった。現基準制定時には実験研究データや使用実績などが不足していたために現行基準は適用温度範囲

を一170℃までに制限した。

　昭和39年4月に日本溶接協会鉄鋼部会技術委員会に「9％Ni鋼板の脆性破壊特性に関する研究」を沿こ

なうためにILT委員会が組織され、9％Ni鋼板の材質判定基準作成のための諸試験を実施することになった。

　また、同時に組織された鉄鋼部会9N委員会では、化学機械溶接研究委員会と共同して9％Ni鋼の溶接・

加工に関する研究を沿こなったが、9％Ni鋼の切欠靱性についてはLT委員会の研究成果に侯つこととした・

　日本溶接協会認定委員会は昭和42年7月に9％Ni鋼板の材質判定基準の作成だけでなく・現行のWES

基準の合理的な改訂を診こなうための答申書を作成することについて本委員会の審議に付託した・

　本委員会はこれをうけて、本会議を4回開催したほか、昭和42年6月にとりまとめ小委員会を組織して

12回開催し、9％Ni鋼板の脆性破壊特性にっいての諸試験結果の解析についての討議・問題点の整理・9

％Ni鋼を中心とする各種低温用鋼についてのその後のデータの集積調査冷よび外国規格の調査研究等の作業

を経て基本方針を審議した。それに基づいて具体的な規格値を設定し、慎重に審議をかさねて今日に至った。

その成果をまとめたのが本報告書であり、つぎの各章より成り立っている・

　　　　　　　各種脆性破壊試験

　　　　　　　考　　察

　　　　　　　材質判定基準の提案

　　　　　　　結　　言

　本研究の主要な目的は大別するとつぎの3点である。

（1）　第2章に示す各種脆性破壊試験により、Q，丁処理むよぴN　N　T処理の9％Ni鋼板の脆性破壊発生特性む

　よび停止特性をしらべてその特質をあきらかにし、材質判定基準に有効な試験法を見出す・

（2）得られる9％Ni鋼板の材質判定基準を外国の規格、たとえぱASME規格等とどのように調整するか検

　討する。

（3）　低温構造用鋼板材質判定基準の温度限界を現行の一170℃から一196℃まで合理的に拡大する。
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